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Abstract　 To　 resolve 　the　 problem　 of 　civil 　 society 　 by　 activity
，
　 it　 is　 necessary 　 to　have　 experienGe 　of

collaboration ．Howcver ，　in　modem 　Japan　in　addition　to　geographical　 and 　temporal 　problems，　di伍 cult　to

experience 　because　there　is　no 　collaborationn ．　Therefbre，　attention　has　been　paid　to　collaboration 　with 　the

online　co  嚼 ．　Members 　of 止e　Otaku　cornmunity 　has　been　working 　tegether　to　create 出e　contents 　from

the　oid　days．The 　result 　of 　l肛 ge・scale 　online 　community 　to　share 　its　experience，　Otaku　 came 　to　do　 a 　civic

activity ．　Fu加 re，。n　c漉 en 　activities 　to　do，　or　we 　c跏 not 　bene旙 om 血e　experience 　of　otaku 　cemmunity 　like

this．

キーワー ド　 コ ミ ュ ニ テ ィ，オ タ ク，協働，市民活動

1．研究の 背景

　現代社会 に お け る様 々 な分 野 の 問題 に対 し、コ ミ ュ

ニ テ ィ で の 協働 が低 コ ス トで効 果 的な解決法 に な るの

で は な い か と期待 され て い る 。 しか し、現 実 に は 時間

的 ・地 理 的 問題 に よ り市 民活 動 に 参加で きない とい う

だ けで は な く、協働 の 経験や ノ ウ ハ ウが な く、何 か 問

題 が あっ た と して も、どの よ うに 協働して解決す れ ば

よ い の か わ か ら な い と い う 障 害 が 存在 す る 。
Putnum［2003］に よ る と、市 民活 動 が 盛ん なこ とで 有名

な米
・オ レ ゴ ン 州 ポートラ ン ド市で は、ポー

トラ ン ド

州 立 大学に 市民 ス キ ル を身 に着け るた め の 授業 が 存在

す る な ど、協働 を成功 させ た 体験 を持つ こ とを重視 し

て い る とい う。日本 で も東 日本 大 震災 以 降 ボ ラ ン テ ィ

ア を 単位 と して 認 定 しよ う とい う動きは ある が、協働

経験 の 獲 得や 市民 ス キル の 養成 とい う視点 は あま り確

立 して い な い 現状 で あ る 。
こ う し た 中で 、近年、ジ ャ

ス ミン 革命な どイ ン タ
ー

ネ ッ ト発 の 市民活動 が活発化

して い る 。 日本 に お い て も、大手 メデ ィ ア に対す るデ

モ や 社会的に 不 誠 実な企業 へ の 不 買活動 な ど、こ れ ま

で に なか っ た市民 活動が 起 こ っ て きて い る。こ う した

活動 の 母 体に は 、オ ン ライ ン 上 で 長く協働 を行 っ て き

た オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の 存在 が あ る。従 来 社 会 的 評 価

が 低 く、閉鎖的だ っ た オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ が、ICT の

発 展 に よ っ て 協働経験 を得、社会 に 対す る視点 を 獲 得

して き た 経緯は 、今後の オ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ 及 び

協働 の 在 り方を考 え るうえ で 有用 で あ る。

2研 究の 目的

　盛 ん な 協働 が 行 われ て きた オ ン ライ ン 上 の オ タ ク コ

ミュ ニ テ ィ を 分析 し、今 後 の オ ン ライ ン コ ミ ュ ニ テ ィ

の 在 り方 を 考察 す る 。

3．研 究の 方法

　まず、こ れ ま で の コ ミ ュ ニ テ ィ 研 究 を調 査 し、コ ミ

ュニ テ ィ で の 協働 を継続 的 に 発 生 させ る た め の 条件 を

確認す る。次 に、オ ン ラ イ ン 上 の オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ

の 現状 を観察
・
分析 し、ICT の 変容やデ ジ タル ネイ テ

ィ ブ世代 の 増大 に よ っ て 起 こ っ た 変化 を 考察す る。そ

の 上 で 、オ ン ライ ン オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ が 行 っ た 社会

活動 の 例 を 取 り上 げ な が ら、今後 の オ ン ラ イ ン コ ミ ュ

ニ テ ィ の 在 り方 を考察す る 。

4，本論

4．1．コ ミュ ニ テ ィ 研 究 の現 状と課題

4．1．1．コ ミ ュ ニ テ ィ で の協 働 と市 民 ス キ ル

　現代 社 会に お け る 防犯 や教育、介護 とい っ た諸問題

の 解決 方 法 と して、コ ミ ュ ニ テ ィ で の 協働 が 注 目 され

て い る 。 Jonson［2007 ］は 『Research　 repQrt 　 on 　Civic

Involvement　 in　Portland 　Oregon』 の 中で 、今 日差 し

迫 っ た社会的 ・環 境的問題を莫大なコ ス トをか けず に

解 決 す る に は、十 分な市民 参加 が 必 須 で あ る と述 べ て

い る。コ ミ ュ ニ テ ィ で の 協働 と問題解決 が 起 こ る に は、
い くつ か の 条件が ある。Jonson［2007］に よ る と、重 要

な条件 の うち の
一

っ と し て 、市 民 ス キル の 教 育 が あ る

とい う。ポー トラ ン ド州 立 大 学 （PSの で は、毎 年

8000 人 の 生 徒 が 実際に コ ミ ュ ニ テ ィ で 問 題 解決 を 行

うこ と で 、市民活動 の 成 功 体験 を得、市 民 ス キ ル を身

に着ける。こ うし た 教育 な しに は、彼 らは社会に 対 す

る広 い 文脈 の 理 解を得 られず、例 え市民活動を 行 っ た

と し て も、自分自身 の 狭 い 関心 を基 に し た活 動 しか 行

え ない。市民ス キル 教育を 重視 した 取 り組 み が、米 オ

レ ゴ ン 州 ポートラ ン ド市 を 全 米 で も例 外 的な ほ ど市民

活 動 が盛 ん な 時 期 の あ っ た 市 と した とい う。
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4．1．2．現代 日 本で の 協働 と課 題

　 しか し なが ら、現 代 日本 に お い て は 、ポートラ ン ド

市の よ うな協働 を 行 うこ とは難 しい 。協働を行 うため

の 時間 的余裕 の な さ、な か な か 同 じ揚所 に集まれ ない

とい う地 理 的 問題 だ け で な く、社会 に お け る 絆の 薄 ま

りが 市民 活 動 の 障害 と な っ て い る。平成 19 年度国 民

生 活 白書 に よ る と、生 活面で 協力 し合 う人 の 人 数が 4
人 以 下 の 割 合 が 93．7％ を 占 め、誰 もい な い と 回 答 し

た 人 も 65．　7％ に 上 る な ど、協働 を 行 い た くて も、ま

ず知 り合 い が い な い とい う問題 に 直面す る。　 （図 1）

「 le 人以上，1．昏li

O人．6S．7％ ト 4人 280 ％

痙　 ，。，b 　 驫
．一一一一．

th　 ボ
人 4

、
　　　 図 1　 生 活 面 で 協 力 し合 う近所の 人 の 人数

（備考） 1．内 閣 府 「国 民 生 活 選 好 度 調 査 亅　（2007
年）に より特別集計　2．回 答者 は、全国の 15歳以 上

80歳未満 の 男女 3，366 人。

　　（出 典 ： 平 成 19年 度 国 民 生 活 白書 よ り筆者作成）

　ま た 、前項 で 述 べ た よ うな 市民ス キル の 教育は、地

域情報化 の 中 で 知 の コ モ ン ズ とい う形 で 実現 し よ うと

す る動 き は あ っ た が、十 分 な成果が 出て い る とは 言い

難 く、こ の よ うな 条件下 で 市民同士 で 協働を行 うの は

容 易 で は な い 。そ の た め、平成 19 年度国民 生 活 白書

に よ る と、NPO や ボ ラ ン テ ィ ア
・
市民活動 に 全く参加

し て い な い 人 が 81 ．　3％に上 る とい う。現代 日本 に お い

て 人 々 が コ ミ ュ ニ テ ィ で の 協 働 に よ っ て 問題解決 を行

うの は 難 しい の だ ろ うか。望 月 照 彦 匚1990］に よ る と、
現代 に お い て は、地 域 で の っ な が り （地縁） で は な く、
自由 に情 報 を 選 択 し興 味 ・関 心 に よ っ て つ な が る 「知

縁 」 とい う開放 的な 関係 性 が 考え られ る とい う。実際、
イ ン タ

ー
ネ ッ ト上 に は、地 理 的 ・

時間的制約 に 縛 られ

ず、同 じ興 味や 関 心 を持 つ 人 同 士 で 構 成 され た オ ン ラ

イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ が 多数存在 す る。タ プ ス コ ッ ト

匚2007］は ウィ キ ノ ミク ス の 中 で、コ ミ ュ ニ テ ィ と協働

し、ユ
ーザ の ニ

ーズ を満 たす （問 題 解 決 を行 う） 企 業

の 在 り方 を論 じ た。こ うし た 形 の 協働 に よ っ て 自身 の

ニ
ーズ を満 た す とい う形 で の 問題 解決 を行 っ て い る コ

ミ ュ ニ テ ィ の
一

つ に 、同 じ 興 味 ・関心 で 繋 が り コ ン テ

ン ツ 制作 を行 う 「オ タ ク 」 コ ミ ュ ニ テ ィ が あ る。

4．2．オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の 変容

4．2．1．〈否定〉 の コ ミ ュ ニ テ ィ

　 こ れ ま で 、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ は社会 の 中 で は ネ ガ

テ ィ ブ な評価 を 受 け て き た。そ もそ も、オ タ ク とい う

語 が 中森明夫 ［1983］の 「ほ ら、どこ の ク ラ ス に もい る

で し ょ 、運 動 が 全 く だ め で 、休み 時間なん か も教室 の

中に 閉 じ込 も っ て 、日 陰で ウ ジ ウ ジ と将 棋 な ん か に打

ち 興 じて た りす る奴 らが。」 とい うコ メ ン トか ら発 生

し た こ と と、1989 年 の 「東 京 ・埼 玉 連続幼女誘拐殺

人 事件」 の 犯 人 が オ タ ク と し て 報道 され た こ と で 、ネ

ガ テ ィ ブ な イ メージ が 定着 し た とい う文脈 が あ る。オ

タ ク 自身 も、1989 年 の 事 件後 の イ ベ ン トで 「ほ ん の

わ ずか で も反 社 会 的 と視 られ る よ うな行動 は慎 む よ う

に 」 と 自粛 を促すな ど、コ ミュニ テ ィ に対 す る 自己 評

価 が 低か っ た。遠 藤薫［2008］に よ る と、オ タ ク コ ミ ュ

ニ テ ィ は 「暗黙 の ル
ー

ル 群を共有す る が、そ の 共有ル

ール 内 に〈コ ミュニ テ ィ 〉への 帰属 を表示 しな い こ とが

含 ま れ る 」 〈 否 定 〉 の コ ミ ュ ニ テ ィ だ とい う。
4．2，2．オ タ ク と オン ライ ン コ ミ ュ ニ テ ィ

　 こ の よ うな状況 が 変化 した の は、イ ン タ
ー

ネ ッ トの

普及 以 後 で あ る。オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ は オ ン ラ イ ン コ

ミ ュ ニ テ ィ と親和性 が 高い 。前 田 匚2008］に よ る と、精

神 疾患 を抱 え る な ど、逸脱者 とい う烙印を押 され 、現

実で 互 い に繋 が りあ い づ らい マ イ ノ リテ ィ は 、CMC に

お け る匿名性 を獲得するこ とで 初 め て コ ミ ュ ニ テ ィ を

形成する こ とが で き る とい う。4．2．1．項 で 述べ た よ

うな く 否定 〉 の コ ミ ュ ニ テ ィ だ っ た オ タ ク コ ミ ュ ニ テ

ィ は 、実社会 で オ タ ク で ある と表 明 す る こ とは難 し く、
匿名性 を持つ オ ン ラ イ ン 上 で コ ミ ュ ニ テ ィ を形 成 す る

志 向 が あ る。ま た、無 線や パ ソ コ ン 通 信な ど、初期 の

オ ン ライ ン コ ミュ ニ テ ィ は 、リテ ラ シ
ー

を持つ 技術者

層 が ほ とん ど を占め て い たが 、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ は

そ の 層 と重 な っ て い た。さらに、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ

内 の 協働 に よ っ て 生成され る もの は情報や文 化 とい っ

た コ ン テ ン ツ が 主で あ り、タ ブ ス コ ッ ト［2007］が指 摘

す る オ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ 上 の 協働条件 に適 して い

る。以上 の ような理 由か ら、多 くの オ タ ク が オ ン ラ イ

ン コ ミュニ テ ィ を利 用 して い る。
4．2．3．イ ン ターネ ッ ト利 用 人 数 の 増 大 とオ タ ク の 社 会

的評価の 変化

　 オ ン ラ イ ン コ ミュニ テ ィ で 連帯 す る こ とで 、オ タ ク

た ち の 活 動は 大 規模化 し、社会 に 対 し て 影 響 を与 え る

場 合も出て きた。1995 年の エ ヴァ ン ゲ リオ ン ・ブー

ム は、WindQws95 の 普及 に よ るイ ン ターネ ッ ト上 で の

ス トーリー
考察 の 共 有 に 大 き く影 響 を受 け た。2004

年 に は、一
人 の オ タ ク の 恋愛の 悩み を多 く の イ ン ター

ネ ッ ト上 の オ タ ク た ちが 応援 し た 「電 車男」 が社 会 的

に ブーム に な っ た D しか し、そ の 母 体で あ る 2ch とい

う コ ミ ュ ニ テ ィ にネ ガ テ ィ ブ な イメ
ージが あっ た た め

か、実 際の 映画 で は 2ch 発 で ある こ とが 伏せ られ る な

ど、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ が ポ ジテ ィ ブ に 評 価 され た と

は言 い 難か っ た 。 だ が、イ ン ター
ネ ッ トの 普及 が加 速

し、オ ン ライ ン コ ミ ュ ニ テ ィ が 大 規模化す る に つ れ て 、
オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の 持つ 購 買 力 を評 価 す る 動 き が 出

て き た。2005年 に 入 る と、野村総研 が 「国内 主 要 12

分 野 の マ ニ ア 消費者層推 計 」 を発表 し、オ タ ク の 持 っ

大きな市場的価 値 を 指摘 した。こ の 後、2007 年 に 鷺

宮神社 に よ る ア ニ メ を 使 っ た 町 お こ しの 成功
1
で オ タ

ク の 社 会 に 対す る ポ ジ テ ィ ブ な影響 が 評価され始 め る

な ど、オ タ ク に対 す る社 会 の 評 価 は 変 化 し て い る。矢

野 経済研 究所 匚2011］に よ る と、　 「あ な た は 自分 を 『オ

タ ク 』だ と 思 い ま す か 、も し くは人 か ら 『オ タ ク』 と

且

鷺宮神 社が 2007年 放 送 の 人 気 ア ニ メ に登 場 した こ とで 、
07 年 に は 9 万人 だ っ た初詣 客が、翌 Q8年 に は 30万 、09 年

42 万、10 年 45 万、ll 年 と 12 年は 47 万 人 と順調 に伸 び 続

け、莫大 な 経済 効果 を 生 み 出 し た。
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言われ た こ とは あ りま す か」 とい うア ン ケ
ー

ト項 目 に

対 し、有効回答者 10，102人 の うち 2，581 人 （25．5％）
が 「は い 」 と回答す る な ど、オ タ クの ネ ガ テ ィ ブ な イ

メ
ージ は 徐々 に薄れ つ つ あ る とい う。オ ン ラ イン コ ミ

ュ ニ テ ィ が 大規模化 し、既 に あ っ た オ ン ラ イ ン オ タ ク

コ ミ ュ ニ テ ィ に 流入 した こ とで 、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ

は、か つ て の 閉鎖 的 な マ イ ノ リテ ィ の コ ミ ュ ニ テ ィ か

ら、多様な能力 を持 つ 人 材 を 内 部 に 抱 え た コ ン テ ン ツ

制 作 コ ミ ュ ニ テ ィ （後 述） へ と変化 して い る。彼 らの

制作 した コ ン テ ン ツ は、コ ミ ュ ニ テ ィ 内で 消費 され る

の み な らず、実経済 に も影響 を 与 え る よ うに な りつ つ

あ る。矢野 経済研 究 所 ［2011］に よ る と、オ タ ク コ ミ ュ

ニ テ ィ 関係の 市場規模 は 7， 736憶 円 に 上る とい う。

4．3．オタク コ ミ ュ ニ テ ィ と 協働

4．3．1．同人 とい う文化

　オ タ ク コ ミュニ テ ィ は 昔か ら コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で 協働

を行 っ て き た。同 好 の 士 が 資金 を出 し合 い 同人雑誌

（同人誌）等 を作 るサーク ル が 数多 く存在 し、作成 さ

れ た コ ン テ ン ツ は 仲間内 だ け で の 共 有 に と ど ま らず、

イ ベ ン ト等で 交流 や 頒布
2
が 行われ て い る。制作 され

る 物品は、冊子 だ け で な く グッ ズ、フ ィ ギ ュ ア 、ゲ
ー

ム 、服 飾品な ど多岐 に わ た っ て お り、それ らを 低額 で

制作す るた め に 印刷等 を請 け負う企業 も 多く存在す る。
コ ン テ ン ツ を持 ち込 む オ タ クは、これ らの 企業に とっ

て い わば プ ロ シ ュ
ー

マ 的 関係 に あ る。彼 らの 創作活動

は 基 本的 に ボ ラ ン タ リーべ 一
ス で あ り、毎年 50 万 人

以上 の 来場者 を 抱 え る 国 内最大の オ タ ク イ ベ ン ト 「コ

ミ ッ クマ
ーケ ッ ト」

3
に お い て も、会場 ス タ ッ フ は 全

て ボ ラ ン テ ィ ア で 賄 われ て い る。か つ て は 地縁 に根差

し た 同人活動 が 主 で あ っ た が、イ ン タ
ー

ネ ッ ト登場以

後は、4．2．2．項 で 論 じた よ うな理 由に よ り、多くの オ

タ ク が 活動 の 場 を オ ン ラ イ ン に移 した。その 結果、オ

ン ライ ン 上 に 巨大 な 「知縁」
コ ミ ュ ニ テ ィ が 形成 され

る よ うに な っ た。こ れ らの コ ミ ュ ニ テ ィ は 、興味 の 方

向性 に よ っ て SNS や動画サイ ト等 の コ ミュ ニ テ ィ に分

か れ、タ グ付 け や ジ ャ ン ル 分けが 成 され て い る。
4．3．2．オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で の 協働 ス キ ル の 共 有

　オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ 内で は コ ン テ ン ツ 自体だ け で は

な く、コ ン テ ン ツ 作成 の ノ ウハ ウも循環す る 。 創作 の

手段 や 発表 場 所 は コ ミ ュ ニ テ ィ 内 で 共 有 され、作 り手

が 受 け手 で も ある と同 時に、受 け手 が 作 り手 と な る こ

と も しば しばある。図 2 は オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィの 中 で

の ノ ウハ ウの 循環 を 表 し た もの で あ る。 コ ン テ ン ツ を

作 り出す こ との で き る オ タ ク が、作 品 やポ
ー

タル ・

SNS・wiki とい っ た コ ミ ュ ニ テ ィ の 場 、ノ ウハ ウ
4
等 を

2
イ ベ ン トで の 同 人 サ

ー
ク ル の 販 売 物は ア ニ メ や 漫画等 の

二 次 創 作 で あ る場 合 があ り、儲 けを出す と商行為に あ た る

た め 、殆 ど原 価で 配 っ て い るこ とを強調す るた めに 頒布 と

い う言 葉 を 用い る習慣 が あ る。
3

コ ミッ ク マ
ー

ケ ッ ト公 式サイ ト

　http：／／wwvr．　comiket ．　co ．　jp／

提 供 し、自身 も他 の 生産 系オ タ ク が 作 り出 した 作 品や

場 等 を利 用 す る。こ の よ うに して 、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ

ィ 内で は、目的の 為 に他者 と協働す る、市民 ス キル な

らぬ 言 わ ば 「協働 ス キ ル 」 の 共 有 が行 わ れ て い る。

4
大手 イ ラ ス ト系 SNS の pixiv （http ：〃 wwvr．　pixiv ．　net ／）

図 2　オタク コ ミ ュ ニ テ ィ の ノ ウハ ウ の 循環

4．3．3，デジタル ネイテ ィ ブ世代 との 関連

　前 項 で 述べ た よ うな、一
人
一

人 の オ タ クが コ ン テ ン

ツ の 受 け手 で あ る と同 時 に 作 り手 で もあ る よ うな在 り

方 は、タプ ス コ ッ ト［2009］が 言 うア メ リカ の 若 者層 で

あ るデ ジ タル ネ イ テ ィ ブ の 特徴 に 近 い 。彼 ら は オ ン ラ

イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ に 早 くか ら参加 す る こ とで 情報 の 集

積や 再 編集、コ ン テ ン ツ 作成 を 自然 に 習い 覚 え、そ の

結果 、協働 に よ る 問題解決能力 を獲得す る 。 ま た、娯

楽 に 強 い 関心 を持 ち、日本の ア ニ メ の MAD の 作成 とい

っ た、い わ ゆ る オ タ ク 的な趣味 を持 つ こ と も多い 。

　 日本 にお い て も、同様の デ ジ タル ネイ テ ィ ブ 層 の 増

加 が 指 摘 され て い る 。橋元 匚2011コは 1976 年 以 降生ま

れ の 目本の 若者をデジ タル ネ イ テ ィ ブ 層 と位置づ け、

表 現欲 求の 高 さや ク ラ ウ ドコ ン ピ ュ
ー

テ ィ ン グ志 向 等

の 共 通 した メ ン タ リテ ィ を分析 し た。デジタル 機器を

使 い こ な し、娯楽や表現 に 関心 が 強 く、協働 に よ る 問

題 解決を行 うデ ジ タ ル ネイ テ ィ ブ層 の 増加 は、オ タ ク

コ ミ ュ ニ テ ィ の 増 大 や カ ジ ュ ア ル 化 と無縁 で は ない 。

4．4．新たなオタクコ ミ ュ ニ テ ィ の 展 開

4．4．1，協働 し、行動す るオ タク

　以上 の よ うに、オ タ ク は コ ン テ ン ツ を制作す る ため

に 協働ス キル を得 られ る環 境 に あ る。しか し、オ タ ク

の 協働ス キル は 、単に オ タ ク コ ン テ ン ツ を作 る こ とだ

け に 発揮 され る わ け で は ない。なぜ ならばオ タク 自身

もま た、生 活 者 で あ る か ら で あ る。1976 年以 降 生 ま

れ の デ ジ タル ネイ テ ィ ブ ・オ タ ク は、既 に 30 台半ば

に 達 し、独 立 して 生 計 を立 て て い る 者も多い 。彼 らが

生 活上 の 問題 に 直面 した 場 合、今 ま で 慣れ 親 し ん で き

た オ ン ライ ン 上 の 協働 に よ っ て 解決を行お うとす る の

は 自然 な流れ で あ る と考 え られ る。
　 オ ン ライ ン 上 の オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の 周辺 に は 生 活

上 の 問 題 を共 有 ・解決す る相談 コ ミ ュ ニ テ ィ が 見 られ、

で は、イ ラ ス トの 「講 座 」 と して 投稿 された 作 品 は 7000 件

を超 え る。
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活 発 な 情報 交 換 が 行 わ れ て い る。相談の ジ ャ ン ル は、
オ タ ク の 協働 （同 人 活動等） に 直結 し た も の

5
か ら、

生活 上 の 問題 に 関す る もの
fi
な どさま ざま で、初 期 は

技術オ タ クの コ ミ ュ ニ テ ィ で あ っ た は ずの 2ch 等 の サ

イ トも、今 や オ タ ク だ けの も の で は な くな っ て い る。
彼 らが 行 っ た 相談や協働 の 履歴 は 、wiki やま と め サ

イ ト
T
の 形 で 保 存 され 、こ れ ま で コ ミ ュ ニ テ ィ で 行 わ

れ て き た 協働 の 文 脈 と し て 可 視化 され て い る。

　4．4．2．オ タ クの 社会活動〜デジタル ネイ テ ィ ブ論 と

の 比 較

　 コ ミ ュ ニ テ ィ に お け る 協働経験 の 広 が りは、自分 自

身の 興 味や 生 活 に 関す る こ とだ け で な く、社 会 に対す

る 姿 勢 に も影 響 を与 え て い く。タ プ ス コ
ッ ト［2009 ］は、

デジタル ネ イ テ ィ ブ世代の 特徴 の
一

つ と して 、企 業 や

政 治家に対 して 誠実 で あ る こ とを求 め、デモ や 署名活

動、募 金 活 動 とい っ た社会活動 に 対 す る 意 識 の 高 さ を

指 摘 して い る。橋元 匚2011］は、目本 の デ ジ タル ネ イ テ

ィ ブ 世代 の 政治 に 対す る 関心は、PC か ら イ ン ター
ネ

ッ トを利 用 す る 層 は 高 く、携帯 電 話 か らイ ン ター
ネ ッ

トを利用 す る 層 は 低 い と指 摘 して い るD
日本 の オ ン ラ イ ン オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ にお い て も、

社 会 活 動 が盛 ん に な っ て い る。そ の 特 異 な 面 と して 、
著作権や 表 現 の 自由、マ ス メ デ ィ ア に よ る 情 報 コ ン ト

ロ ー
ル 、イ ン ター

ネ ッ トとい っ た 問題 に 関 心 が 高 い 。
こ れ は、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ が 二 次 創作 とい っ た 形 で

著 作 権上 の 問題 を抱 え が ちな こ とや 、表 現 規 制 に よ っ

て創 作活 動 が 阻害され る の で は ない か とい う恐 れ、マ

ス メ デ ィ ア が オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ に対 して 冷笑的な 報

道 を 繰 り返 し て き た と い う経 緯 、コ ミ ュ ニ テ ィ の 場 で

あ る イ ン ター
ネ ッ トの 自由な活 動 を守 りた い とい っ た、

オ ン ライ ン オ タ ク コ ミュニ テ ィ に と っ て 共 通 の 関 心 で

あ る か ら だ。活 動 の 例 と し て は 、2010 年 の 「東 京 都

青少 年の 健 全 な 育成 に 関す る 条例の
一

部を改正 す る条

例 」
8
に 関 す る情 報 拡 散 と議 員への メ ール 等の ロ ビー

活動、2011 年 の フ ジ テ レ ビ の 報道 に 関す る反 感 か ら

巻き起 こ っ た 数 千 人規模 の フ ジ テ レ ビ デモ 及 びそ の ス

ポ ン サー
で あ る花 王 の 不 買活 動

9な どが 上 げ られ る。
4．4．3．新たな市 民 活 動 へ

　前 項 の よ うな オ タ ク に とっ て 共 通の 問題を解決 し よ

うとい う動 き は、社会 の 共 通 問題 の 解決 に も繋が っ て

ゆ く。2010 年 に は 、宮 崎 県 の 口 蹄疫 問題 に 関 し て

Twitter を通 した情報 共 有
10
が 成 され 、オ タ ク コ ミ ュ

5
【同人 】ネ ッ トで 困 っ た こ と相談所＝その 83＝　等

http ：／／kohada ．2ch．　net ／test ／read ．　cgi ／doujin／1320563549
6
スレを立て る まで に 至 ら ない 愚 痴 ・悩み ・相談 Partl94 　等

http；／／kohada．2ch．　net ／testfread ．　cgi ／kankon／1339560104
7

脚 注 4 の ス レ ッ ドの ま と め サ イ ト

http：f／apophy71 ．hp．　infoseek ．　co ．　jp／doujin ／
H
東京都 青少年健全 育成条 例改正 問題 の ま とめ サ イ ト

http ：／／mitb ．mangalog ．　com ／

9
フ ジデ モ 2ch　http ：〃 w．　livedoQr．　jp／fujidemo2ch ／

L°

Twitter に よ る タ オ ル 支 援

http ：／／ww ．　pjnews ．　net ／nevs ／652／20100516＿2

ニ テ ィ な どが 協働 し支援活 動
n
が 広 が っ た。また、

2011 年の 東 目本 大 震 災 にお け る Twitter や動画 サイ

トを駆使 し た 大規模な支援 の 動 きな ど、オ タ ク コ ミ ュ

ニ テ ィ は、大きなオ ン ラ イ ン コ ミ ュ ニ テ ィ の
一

部 とし

て 、社会 に 対 す る協働 を行 い っ つ あ る。その 下 支え と

な っ て い る の は、最初 は 興 味や 娯 楽 を 目 的 と し た 協働
ス キル の 共有、次 に オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ の 利益を守 る

た め の 社会 活 動 と い っ た 協働経験 で あ る。

4．5．まとめ

　 か っ て オ タ クは、社 会 に 〈 否定 〉 され る コ ミ ュ ニ テ

ィ の 中で 、細 々 と 自分 の 趣味を 楽 し ん で い た。し か し、
オ タ ク がイ ン タ

ー
ネ ッ トとい う巨大 な 連帯 ツ

ー
ル を手

に 入 れ、緩や か に つ な が る大 き な オ ン ライ ン コ ミ ュ ニ

テ ィ の
一

部 となっ た こ とで 、彼 らの 持 つ 協働 ス キ ル 共

有化され る よ うに な っ た 。 それ は、娯楽 の た め に と ど

ま ら ず、オ タ ク コ ミ ュ ニ テ ィ 、ひ い て は 社会 に とっ て

共通の 問題を解決す るた め の 協働 の 基 盤 と なっ た。
　デ ジ タル ネ イ テ ィ ブ世 代 の 登場 に よ っ て さらに 大規

模化 ・カ ジ ュ ア ル 化 した オ タ ク は 、旧 来の 暗 く 閉 じた

イメ
ージ か らは脱却 しつ つ あ る よ うに 見 え る。オ タ ク

た ちの 持つ 様 々 な ノ ウ ハ ウや 、楽 し さ ゆえ に作 り出す
コ ン テ ン ツ が 、実社会の 経済 に影響 を 与 えた り、問題

解決 の
一

助 となっ た りす る ケース も見 られ る D 連帯 に

よる 協働経験 と問題解決 能 力 を持 ち、高い 情報への ア

ク セ ス 能力 も持っ オ タ クた ち は、オ ン ライ ン コ ミュニ

テ ィ に お い て新 た な市民 活 動 を 牽引す る、情報社会 の

「よ りよい 市 民」 の 導 き手 に な る の で は な い だ ろうか。
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